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眼
科
部
長

　
板
谷
　
浩
志

　

八
馬
順
子
さ
ん
に
よ
る
油
絵
、
習
字
、

ア
ー
ト
フ
ラ
ワ
ー
の
展
示
で
す
。

▼
と
き　

4
月
4
日（
火
）〜
30
日（
日
）

▼
問
合
せ　

経
営
管
理
課
（
病
院
内
線

3
6
3
）

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

特定健診は 

　①町ぐるみ健診

　②個別健診

　③人間ドック

で受診できます

40歳以上の国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入されている方を対象に、特
定健診を実施しています。特定健診は、生活習慣病の早期発見や生活習慣を見直
すきっかけになりますので、ぜひ受診してください。「セルフメディケーション
税制」で医療費控除を受ける場合には、「健康の維持増進及び疾病の予防への取
組」として、特定健診や人間ドックの受診等が必要です。
■問合せ　保険医療課（市役所内線254・318）

＊人間ドックと脳ドックの両方を受診する場合は、一方のみ助成
します。
＊町ぐるみ健診・個別健診を受診された方も、脳ドックのみの受
診であれば助成します。
＊後期高齢者医療制度の方は、１泊２日の人間ドックの助成はあ
りません。
＊病院では、検査料金から助成金を差し引いた金額をお支払いく
ださい。
＊ドックの予約方法・検査項目は、各病院にお問い合わせください。
　（西脇病院☎22-0111 ／ 大山病院☎0120-300-503）

　国民健康保険・後期高齢者医療制度の加入者が、西
脇病院または大山病院で人間ドック・脳ドックを受診
される場合、受診費用の一部を助成します。
【対象：次のすべての条件に該当する方】
①受診日に満35歳以上で、かつ国民健康保険または
後期高齢者医療制度の加入者
②助成の申請日からさかのぼって１年以上前から西脇
市に住民登録のある方

③国民健康保険税の滞納がない世帯の方、後期高齢者
医療保険料の滞納がない方
④平成29年度に町ぐるみ健診・個別健診を受診しな
い方
⑤健診結果データを西脇市へ提供することに同意をい
ただける方（市が医療機関からデータを受け取ります）

【申請に必要なもの】
　印かん・保険証・ドック予約票・本人確認書類

■人間ドック・脳ドックの費用を助成します

■人間ドック・脳ドック助成額

■町ぐるみ健診・個別健診で受診するには…

西脇病院
大山病院
西脇病院
大山病院
西脇病院
大山病院

日帰り
人間ドック
日帰り
脳ドック
１泊２日
人間ドック
（国保のみ助成あり）

クリニック和田
内橋医院
遠藤産婦人科医院
やない外科胃腸科
はたざわ医院
折戸整形外科医院
南整形外科
冨原循環器科・内科
河原医院
三木医院
天野内科医院
上田医院
西脇市立西脇病院

広野整形外科
村上クリニック
生野医院
多可赤十字病院
大隅医院
大山病院
矢持医院
山本医院
近藤内科消化器科医院
多可町国民健康保険八千代診療所
多可町立杉原谷診療所
ながお整形外科

個別健診実施医療機関

５、６、９月
＊広報３月号と同時
　配布のチラシ参照
健康づくりセンター
へ申込書を送付
（電話・FAX可）
①特定健康診査受診券（５月上旬郵送予定）
②保険証

特定健康診査受診券の利用で無料

①受診当日に、西脇市国民健康保険または
　後期高齢者医療制度の加入者
②平成30年３月31日時点で40歳以上の方
　（昭和53年３月31日以前生まれの方）

４～３月

実施医療機関へ予約
（右表参照）

健診種別

受診料金

実施時期

申込方法

受診時に
必要なもの

対象者
＊右のすべての条
　件に該当する方

町ぐるみ健診 実施医療機関で受診
（個別健診）

個別健診は下表の医療機関で

健康を守るため特定健診を受けましょう
国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入の方へ

43,200円
43,200円
36,720円
32,400円
70,200円
75,600円

24,000円

20,400円
18,000円

39,000円

ドックの種類 検査料金 助成金

　　
看
護
師
等
修
学
資
金
貸
与
制
度

 　
看
護
師
等
を
養
成
す
る
大
学
、

短
大
ま
た
は
専
門
学
校
に
在
学
中

の
方
を
対
象
に
、
修
学
資
金
を
貸

与
し
ま
す（
返
還
免
除
規
定
あ
り
）。

▼
募
集
人
数　

15
名

▼
対
象

①
助
産
師
、
看
護
師
を
養
成
す
る

大
学
、
短
大
ま
た
は
専
門
学
校

に
在
学
中
の
方

②
大
学
、
短
大
ま
た
は
専
門
学
校

を
卒
業
後
、
西
脇
病
院
に
お
い

て
修
学
資
金
貸
与
を
受
け
た
期

間
以
上
、
看
護
業
務
に
従
事
す

る
意
思
を
お
持
ち
の
方

③
他
病
院
等
か
ら
同
種
の
修
学
資

金
を
借
り
受
け
て
い
な
い
方

（
播
磨
看
護
専
門
学
校
の
学
生

は
学
校
独
自
の
修
学
資
金
制
度

が
あ
る
た
め
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

▼
貸
与
金
額

　

月
額
5
0
，0
0
0
円

▼
返
還
免
除

　

大
学
、
短
大
ま
は
専
門
学
校
を

卒
業
後
、
西
脇
病
院
で
修
学
資
金

貸
与
を
受
け
た
期
間
以
上
、
看
護

業
務
に
従
事
し
た
場
合
は
貸
与
額

全
額
の
返
還
を
免
除
し
ま
す
。

▼
修
学
資
金
返
還
に
つ
い
て

　

次
の
場
合
は
貸
与
し
た
修
学
資

金
を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
学
校
等
を
退
学
等
の
た
め
、
途

中
で
貸
与
を
中
止
し
た
と
き

②
学
校
等
を
卒
業
し
た
日
か
ら
１

年
を
経
過
す
る
日
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
な
か
っ
た
と
き

③
業
務
従
事
期
間
中
に
業
務
外
の

理
由
に
よ
り
死
亡
し
た
と
き

④
西
脇
病
院
に
お
い
て
業
務
に
従

事
し
な
く
な
っ
た
と
き

▼
申
込
締
切　

5
月
24
日（
水
）

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課
（
病
院

内
線
3
6
6
）

　　「
患
者
相
談
窓
口
」

 　
西
脇
病
院
で
は
看
護
師
、
社
会

福
祉
士
が
相
談
に
応
じ
る
「
患
者

相
談
窓
口
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

▼
相
談
内
容

・
入
院
中
の
診
療
や
看
護
に
関
す

る
こ
と

・
退
院
後
の
療
養
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
保
険
、
障
害
者
関
係
な
ど
、

保
険
・
福
祉
制
度
の
利
用
に
関

す
る
こ
と

・
適
切
な
医
療
機
関
や
社
会
福
祉

施
設
の
紹
介

・
経
済
的
な
問
題
に
関
す
る
こ
と

・
が
ん
に
関
す
る
こ
と
（
が
ん
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
を
兼
ね
て
い

ま
す
。）

▼
相
談
日
時　

月
曜
〜
金
曜
日
／

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

▼
問
合
せ　

地
域
医
療
連
携
室

（
病
院
内
線
3
0
8
）

　　
糖
尿
病
教
室

 

▼
と
き　

4
月
28
日（
金
）
午
後

2
時
〜
3
時

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂
（
2
階
）

▼
内
容　
「
初
め
ま
し
て
！
糖
尿

病
と
の
お
付
き
合
い
、
ど
う
さ
れ

て
い
ま
す
か
？
」
〜
一
緒
に
糖
尿

病
を
み
つ
め
て
み
ま
し
ょ
う
〜

▼
持
ち
物　

糖
尿
病
手
帳
、
運
動

継
続
カ
レ
ン
ダ
ー
（
お
持
ち
の
方

の
み
）

▼
問
合
せ　

内
科
（
病
院
内
線
5

3
5
）

広報にしわき　平成29年4月号広報にしわき　平成29年4月号 2021

地域に信頼される良質な医療を提供します
（☎22-0111）　http://nshp.jp/

　白
内
障
に
つ
い
て

　
　

今
月
か
ら
4
回
に
わ
た
り
、
眼

科
疾
患
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

　

今
回
は
白
内
障
に
つ
い
て
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
病
名
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
く
ら
い
よ
く
知
ら
れ
た
病
気

で
す
。
眼
球
に
は
レ
ン
ズ
の
役
目

を
す
る
組
織
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

角
膜
と
水
晶
体
で
す
。
角
膜
は
黒

目
の
表
面
に
あ
る
レ
ン
ズ
で
、
水

晶
体
は
そ
の
奥
の
眼
球
内
に
あ
り

ま
す
。
白
内
障
と
は
、
そ
の
水
晶

体
が
濁
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

　

通
常
加
齢
に
伴
い
60
歳
を
過
ぎ

て
く
る
と
徐
々
に
濁
り
が
目
立
ち

は
じ
め
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
進
行
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
が
、
眼
鏡

を
替
え
て
も
見
え
に
く
い
状
態
に

な
る
と
手
術
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
水
晶
体
の
濁
り
が
高
度
に

な
る
と
、
か
す
み
が
強
く
な
り
ま

す
が
、
ま
ぶ
し
い
、
ぼ
や
け
る
な

ど
も
初
期
の
自
覚
症
状
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
加
齢
性
に
生
じ
る

も
の
以
外
で
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
に
合
併
し
て
20
代
な
ど
若
年

で
起
こ
る
も
の
や
、
糖
尿
病
、
炎

症
性
疾
患
に
伴
う
も
の
な
ど
全
身

疾
患
に
併
発
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
特
に
誘
因
な
く
急
速
に

進
行
す
る
も
の
が
ま
れ
に
あ
り
ま

す
。
自
覚
症
状
の
変
化
が
わ
か
り

や
す
い
の
で
自
分
で
も
気
づ
く
も

の
で
す
が
、
進
行
が
早
く
急
性
緑

内
障
発
作
と
い
う
緊
急
手
術
が
必

要
な
状
態
に
な
り
や
す
い
た
め
、

早
期
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
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問
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エ
ン
ト

る
意
思
を
お
持
ち
の
方

③
他
病
院
等
か
ら
同
種
の
修
学
資

①
学
校
等
を
退
学
等
の
た
め

途

中
で
貸
与
を
中
止
し
た
と
き

▼
相
談
内
容

・
入
院
中
の
診
療
や
看
護
に
関
す

糖
尿
糖

▼
と
き

2
時
〜

▼
と
こ

▼
内
容

病
と
の

て
い
ま

病
を
み

▼
持
ち

継
続
カ

の
み
）

▼
問
合

3
5
）

白
内
障
に
つ
い
て

今
月
か
ら
4
回
に
わ
た
り
、
眼

科
疾
患
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

今
回
は
白
内
障
に
つ
い
て
で
す
。

ほ
と
ん
ど
の
人
が
病
名
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
う
く
ら
い
よ
く
知
ら
れ
た
病
気

で
す
。
眼
球
に
は
レ
ン
ズ
の
役
目

を
す
る
組
織
が
2
つ
あ
り
ま
す
。

角
膜
と
水
晶
体
で
す
。
角
膜
は
黒

目
の
表
面
に
あ
る
レ
ン
ズ
で
、
水

晶
体
は
そ
の
奥
の
眼
球
内
に
あ
り

ま
す
。
白
内
障
と
は
、
そ
の
水
晶

体
が
濁
っ
た
状
態
を
い
い
ま
す
。

通
常
加
齢
に
伴
い
60
歳
を
過
ぎ

て
く
る
と
徐
々
に
濁
り
が
目
立
ち

は
じ
め
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
進
行
す

る
こ
と
が
多
い
の
で
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
ま
す
が
、
眼
鏡

を
替
え
て
も
見
え
に
く
い
状
態
に

な
る
と
手
術
が
必
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
水
晶
体
の
濁
り
が
高
度
に

な
る
と
、
か
す
み
が
強
く
な
り
ま

す
が
、
ま
ぶ
し
い
、
ぼ
や
け
る
な

ど
も
初
期
の
自
覚
症
状
と
し
て
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
加
齢
性
に
生
じ
る

も
の
以
外
で
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
に
合
併
し
て
20
代
な
ど
若
年

で
起
こ
る
も
の
や
、
糖
尿
病
、
炎

症
性
疾
患
に
伴
う
も
の
な
ど
全
身

疾
患
に
併
発
す
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
特
に
誘
因
な
く
急
速
に

進
行
す
る
も
の
が
ま
れ
に
あ
り
ま

す
。
自
覚
症
状
の
変
化
が
わ
か
り

や
す
い
の
で
自
分
で
も
気
づ
く
も

の
で
す
が
、
進
行
が
早
く
急
性
緑

内
障
発
作
と
い
う
緊
急
手
術
が
必

要
な
状
態
に
な
り
や
す
い
た
め
、

早
期
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
す
。


